
 

 

１ マスタープラン策定の趣旨 

千葉県生涯大学校は、昭和５０年の開校以来、高齢者等の生きがい 

づくり、仲間づくりの場として先導的な役割を果たしてきました。 

その後、平均寿命の延伸により高齢者数が大幅に増加し、高齢化が 

急速に進行するとともに、高齢者自身の価値観やニーズ、行動様式も 

多様化するなど、状況は大きく変化しました。 

また、市町村や民間のカルチャーセンターにおいても、各種講座や 

セミナー等の生涯学習機会が多数提供されているほか、ＮＰＯ等による

学習機会の提供も活発化するなど、生涯学習をめぐる環境も変化して 

きました。 

このような中、千葉県生涯大学校においても、果たすべき役割や  

求められるニーズの変化、学校自体の運営目的や学習内容の見直しを 

図る必要性が生じ、生涯大学校の果たすべき役割を明確にし、運営内容

を見直すなど、改革の方向性を明示するため、平成 24 年 3 月に「千葉

県生涯大学校マスタープラン」を策定しました。 

 

２ マスタープランの性格と位置付け 

  マスタープランは、生涯大学校の目指すべき姿、現状と課題、カリ  

キュラム、連携方法など、運営に当たって必要とされる内容となって 

います。 

生涯大学校は条例で設置が定められた施設ですが、その運営に関して

は、規則を除き、マスタープランを最上位計画として位置付けています。 

 

３ これまでのマスタープランの計画期間 

 第 1 次マスタープラン 平成２４年度～平成３０年度 

※平成２８年度までの計画期間でしたが、一部内容を改定し、計画期間

を２年間延長しました。 

 第2次マスタープラン  令和元年度～ 令和５年度 

  ※令和3年度までの計画期間でしたが、新型コロナ感染拡大により2年間

休校したため、計画期間も2年間延長しました。 

 

千葉県生涯大学校マスタープランについて 



 

４ 第３次マスタープラン 策定スケジュール 

時 期 内  容 

令和４年９月２１日 千葉県社会福祉審議会老人福祉専門分科会（諮問） 

１２月頃 パブリックコメント 

千葉県社会福祉審議会老人福祉専門分科会（答申） 

令和５年２月頃 令和５年２月定例県議会 条例改正案上程 

３月頃 第3次マスタープラン策定 

 ７月頃 次期（R６～）指定管理者公募 
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